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【ものづくり ・ 人づくり ・ 地域づくり】 2018 年度活動テーマ　～素材を活かしてわが家の味～

特別増資 500250　生協子ども基金 500252 にて毎週受け付けています、 ご協力の程宜しくお願い致します。

2018 年 5 月の予定

●生協基幹運営／地域活動 ・催し● ●提携 ・協同 ・連帯企画●

【定期開催の催事】

• ゴンタの丘「常総っこ応援団」は 5月 10 日、5 月 24 日（ア

ウトドア試食会） の予定です。

• 開催ゆるカフェ 5 月 18 日 （金） に開催いたします。

（綿くりをやる予定です）

• 毎月第 1土曜日に青空マルシェを開催しています。

5/1 （火） 私たちのくらしと憲法 （常総生協　組合員活動室）

5/2 （水） 第 2 回総代 ・役員選挙管理委員会 （常総生協）

5/3 （木） 桜朝市 （つくば市柴崎 774-2）

5/5 （土） 青空マルシェ （常総生協本部）

5/7 （月） 脱原発とくらし見直し委員会

5/18（金）歴史を学ぼう -未来のために（常総生協　会議室）

5/30 （水） 定例理事会

5/12、 13 （土、 日） 甲状腺、 血液検診 （常総生協本部）

5/16 （水） 茨城県生協連理事会

5/23 （水） 業者会役員会

5/25 （金） 生協ネットワーク 21　専務交流会

　　　　　　　　牛久どきどきファーム出店

5/27 （日） 甲状腺検診 （日立）

2018 年度「地場の有機野菜セット」

がスタートです！

地元の「野菜セット」が勢ぞろいします！有機農業で土からこだわって作った野菜を、鮮度抜群でご
自宅にお届けいたします。“お試し利用” もできますので、まだご利用されていない組合員さんは、こ
の機会にぜひお試しください。 
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【常総生協の野菜セットについて】

　常総生協の農産物の考え方として、「四里四方に病なし」の伝統的言い伝えに「理」がある（天

地有機の「機」＝「理」と同じ意味合い）というものですが、現在では四里（約 16km）というより、

私たちの風土に育まれる身体性という意味で、「関東圏」の気候風土に根ざした食べものが大切

と考えます。種の話でも気候風土に根付くには時間がかかることもあり、在来種などは特にそ

の典型ともいえます。「身土不二」という考えをもとに、自分たちの食べものは自分たちの近く

の畑でとれたものが一番と考えています。　

　農産物は商品というより食べもの＝「生命を支えるもとだね」です。画一的な見方をせず、様々

な角度（堆肥づくりをしているか？作物づくりをどのように考えているか？など）から生産者

と協議しています。したがって、単に農薬の使用状況のみならず、生産者の作り方、 考え方等様々

な話しをして行く中で、“組合員の健康を支えて行く”という点を理解し合い、 生産者もこの考

えを大切にしてくれるかということを重視しています。

　ぜひ組合員さんも畑に行き生産者と交流しながら、「マイファーマー」と感じてもらえるとう

れしいです。「生産拠点が地場にある」ということの素晴らしさをみんなで分かち合い、共に苦

労しながら支えあう。そうした関係を築いていく事が、持続可能な地域社会を作ることに繋が

ります。食べて、体験して、共に気持ちを寄り添う、そうした取り組みの一つが常総生協の「地

場の有機野菜セット」です。

「地場の有機野菜セット」 生産者紹介　～石岡市の生産者の回～　※別の回で他の生産者紹介をします。

■土
ど

れ味
み

農園 ( 天池さん ) の野菜セット（石岡市）
　常総生協でもおなじみ、「やさとの仲間」の一人「土れ味農園」の天池さん。天池さんは、有畜複
合農業を行っています。まず欠かせないのが、「鶏」。自家配合飼料の中には、常総生協の生産者の「鈴
木牧場」の牛の乳からとれる “ホエー "、岩手県の海藻屋さん「コタニ」から " 規格外のわかめ " も
含まれています。もはや贅沢すぎる！と思うほどの飼料で育った鶏の
卵は絶品です。
　鶏糞をもみがらと米ぬかで発酵させた良質の堆肥によって、丈夫な
作物が育つのです。土づくりに心血を注ぎあとは、「雨水のみで自然
の力で育ってもらう」という天池さんの言葉にも納得です。

※写真は 6 ～ 8 品目です。
5 ～ 6 品目：940 円（税込 1015 円）
6 ～ 8 品目：1350 円（税込 1458 円）

≪天池さんからのメッセージ≫

　自家製の有機肥料でおだやかに育てた野菜たちのマイルドな本来の味
をお試しください。そして四季の移り変わりをセット野菜から感じ取っ
ていただけたら幸いです。

■くわはら農園の野菜セット（石岡市）
　堆肥は遺伝子組み換えの飼料を使っていない「平飼い鶏の鶏糞」とモミ殻を使っています。1 ～
2 年熟成させることで中のチッ素をやわらかくし、微生物が活性化され、良質な堆肥になります。
また有機質肥料（自家製ボカシ肥料）も過剰に入れ過ぎません。ボカシの成分は植物性 100％（米
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ぬか、油カス、くず小麦、カキ殻、モミ殻くん炭）これを年 10 回作り、
年間約 80 品目の野菜の土に定期的にまいていきます）です。
　美味しさはもちろん、奥さんの治子さんが作るレシピが大好評！「野
菜が届き台所で使う時、ネットや料理本を開くのが面倒！」というご
自身の想いから、とても丁寧に解説されたレシピが届きます。

5 ～ 6 品目：940 円（税込 1015 円）

≪桑原さんからのメッセージ≫

いつもご利用頂きありがとうございます。料理をするのが楽しくなるような、
珍しいお野菜もレシピを付けてお届けいたします。身体にも心にもうれしいお
いしい野菜生活はじめませんか？

■宇治田農場の野菜セット （石岡市）

　30 年以上前に石岡で「たまごの会」という生産者グループの中心的生産者で活躍され、その後独
立。養鶏の大ベテランでありながら鶏糞の堆肥で畑を作り、とれた野菜などを鶏の餌にするという
有畜複合農業をおこなっています。圃場内では複数種類野菜を育てる
ことで、害虫や微生物を単一化させない方法をとっています。こうす
ることで害虫同士が天敵になり、そこで食物連鎖が起こるように工夫
を凝らしています。
　長年培ってきた経験と理論を兼ね備え、石岡市 ( やさと ) の新規就
農者の相談にも乗っている先生的な存在です。

6 ～ 8 品目：1838 円（税込 1985 円）

≪宇治田さんからのメッセージ≫

　だんだん気候の変化が激しい時代になってきました。体調を維持するには
体に良い食べ物もますます必要になると思います。今年も美味しくて体に良
い食べ物ができるように努力します。

「地場の野菜セット契約」大募集中 !!※子育てクーポン対象商品です。
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